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国道２７８号尾
お

札部
さ つ べ

道路の一部区間が開通します 

～世界文化遺産（大船遺跡）へのアクセス向上～ 
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 １．開通区間  国道２７８号 尾
お

札部
さ つ べ

道路（延長１４．８km）のうち 

         函館市豊崎町～大船町 延長０．５km 

 

 

 ２．開通日時  令和５年３月２５日（土）午前９時 

 

 

 ３．その他  （１）気象条件等により開通日を変更する場合があります。 

        （２）詳細な通行方法は別紙をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｌ 

 

 

 函館開発建設部が整備を進めている国道２７８号尾
お

札部
さ つ べ

道路（延長１４．８km）のうち、

函館市
はこだてし

豊崎
とよさき

町
ちょう

～大船町
おおふねちょう

における延長０．５kmの工事が完成し下記のとおり開通しますの

で、お知らせいたします。 

 同事業では引き続き、事業中区間の工事を行いますので、道路利用者の皆様には大変ご不

便をおかけいたしますが、御理解と御協力をお願いいたします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部 

道路計画課長 武田
た け だ

  祐輔 (0138)42-7614 (内線351) 

広報官    福島
ふ く し ま

 志乃 (0138)42-7702 (内線216) 

函館開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/hk/ 



○国道278号は、函館市を起点とし、渡島半島沿岸を経由して森町に⾄る115kmの幹線道路です。
○尾札部道路は、函館市尾札部町〜函館市⼤船町間の落⽯・岩盤崩落等の災害危険箇所、急
カーブ区間、津波浸⽔想定区域の回避による、道路の安全性向上及び地域の安全確保を⽬的とし
た、延⻑14.8kmの事業です。

○このうち、函館市豊崎町〜⼤船町の延⻑0.5km区間が、令和5年3⽉25⽇に完成し開通します。
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 整備状況（写真②）

⾄ 森町

⾄ 恵⼭

⼤船遺跡

垣ノ島遺跡
函館市縄⽂⽂化交流センター

 事業の位置

 現道の利⽤状況（写真①）
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尾札部道路の部分開通により、垣ノ島遺跡、函館市縄⽂⽂化交流センターから⼤船遺跡へのアクセスが強化され、⼤船遺跡を含
むツアー⾏程など新たな⽴ち寄り場所の設定につながります。
さらに、⼤船遺跡へのアクセス路は、道幅が狭く、急カーブ、急勾配であり、⾞両同⼠の接触といった事故の危険性を感じているため、安全性
の向上も図られると期待しています。

⼤船遺跡、垣ノ島遺跡などは、観光モデルルート「ぐるっと縄⽂in北海道」を形成しており、また令和3年
7⽉世界⽂化遺産登録を機に、函館市縄⽂⽂化交流センターの⼊館者数が増加しています。
⼤船遺跡に⽴ち寄るには、尾札部道路の開通済区間から道道⾅尻豊崎線・国道278号・市道を利
⽤することになり、アクセス性に課題があります。
今回開通区間の整備により、垣ノ島遺跡、函館市縄⽂⽂化交流センターから⼤船遺跡までのアクセス
性が向上するとともに、狭⼩幅員、急カーブ、急勾配道路の回避によるアクセス性の向上を⽀援します。

声 【旅⾏事業者】

国道278号 尾札部道路

世界⽂化遺産へのアクセス向上

世界⽂化遺産へのアクセスルート

⼤船遺跡（函館市）

資料︓函館市縄⽂⽂化交流センター

R3.7世界⽂化遺産登録

函館市縄⽂⽂化交流センター
⼊館者数

増加

観光モデルルート
「ぐるっと縄⽂in北海道」

資料︓渡島総合振興局HP

現況のアクセス路
〜狭⼩、急カーブ、急勾配〜

⼤船遺跡へのアクセス路

今回開通区間
L=0.5km

(R5.3.25開通) 

資料︓函館市所蔵（提供）

凡例（尾札部道路）
開通済区間
今回開通区間
事業中区間

⼤船遺跡
〜世界⽂化遺産〜

函館市では
新たに

駐⾞場を整備

国宝 中空⼟偶
〜茅空（かっくう）〜

資料︓函館市提供



指定緊急避難場所
へのアクセス不可

避難ルートの追加

⼀時的な避難場
所の効果を発揮

⼀時的な避
難後に指定緊
急避難場所へ
の移動が可能

尾札部道路は、⾼台に位置して
いることから津波浸⽔に対する⼀時的な
避難場所として利⽤できるようになります。
また、指定緊急避難場所への避難ルー
トの追加により、津波被災時の迅速な避
難活動につながると期待しています。
今後、全線開通により、孤⽴集落の解
消、救援物資等のさらなる広域的な輸
送ルートの形成にも期待しています。

声 【⾃治体職員】

国道278号 尾札部道路

津波浸⽔想定区域等の
回避による道路の安全性向上

現道の津波浸⽔状況および避難ルート ⼀時的な避難場所としての機能発揮
尾札部道路
L=14.8km

⾅尻中学校
（指定緊急避難場所）

凡例（尾札部道路）
開通済区間
今回開通区間
事業中区間

資料︓函館開発建設部、北海
道太平洋沿岸の津波浸⽔想定
について（R3.7）（北海道建設
部建設政策局）を元に記載

*国道278号×道道⾅
尻豊崎線交差部付近

拡⼤図

並⾏する国道
延⻑の約9割
が津波浸⽔想
定区域を通過

尾札部道路に並⾏する現道は、延⻑の約9割が津波浸⽔想定区域を通過していますが、標⾼が⾼い
位置にある尾札部道路は、津波浸⽔時の⼀時的な避難場所として機能することが期待されます。
尾札部道路の整備により、津波浸⽔想定区域を回避する救援物資等の輸送ルートが構築されること
から、道路の安全性向上及び地域の安全確保が期待されます。

現況

整備後

凡例
指定緊急避難場所

津波浸⽔想定区域

指定緊急避難場所への避難ルート

救援物資等の輸送ルート

救援物資
等の輸送
を⽀援

今回開通区間
L=0.5km

(R5.3.25開通) 

⾄ 森町

⾄ 恵⼭



国道278号 尾札部道路の通行方法の変更について
お さ つ べ

位置図 平面図

【変更内容】
現在の通行方法 令和5年3月25日（土）9時からの通行方法

別紙

*交差点の
通行方法は
下図参照

凡例（尾札部道路）
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今回開通区間
事業中区間
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